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【代表的な債券利回り、リート・株式等の配当利回り】 （％）

主要な資産の利回り比較（2021年11月）

（注）データは毎月末。国債は10年国債利回り。地方債はカナダがオンタリオ州債の10年金利、豪州がニューサウスウェールズ州債の10年金利。社債は世
界投資適格社債がBloomberg Barclays Global Aggregate Corporates Index、米国ハイ・イールド社債がBloomberg Barclays U.S.
High Yield Index、欧州ハイ・イールド社債がBloomberg Barclays Pan-European High Yield Index。リートはすべてS&P先進国リート指数
の主な国・地域指数。株式は世界株式がMSCI AC ワールドインデックス、米国株式がMSCI米国インデックス、日本株式がMSCI日本インデックス、ア
ジア（除く日本）株式がMSCI AC アジア（除く日本）インデックス、豪州株式がMSCI豪州インデックス。

（出所）Bloomberg、S&P Dow Jones Indices LLC、FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

オミクロン型への警戒感等から国債利回りは低下

米国 ドイツ 日本 豪州 メキシコ インド カナダ 豪州 世界
投資適格

米国
ハイ・イールド

欧州
ハイ・イールド

21/11 1.44 ▲ 0.35 0.07 1.70 7.48 6.29 2.19 2.09 1.83 4.80 3.79
21/10 1.55 ▲ 0.09 0.09 2.08 7.49 6.36 2.31 2.30 1.79 4.23 3.59
21/9 1.53 ▲ 0.19 0.07 1.49 7.37 6.20 2.09 1.83 1.65 4.04 3.16
21/8 1.30 ▲ 0.40 0.02 1.16 6.97 6.26 1.86 1.56 1.51 3.87 3.09
21/7 1.23 ▲ 0.45 0.02 1.18 6.88 6.32 1.82 1.51 1.46 3.88 3.15
21/6 1.45 ▲ 0.21 0.06 1.53 6.97 6.24 1.99 1.81 1.58 3.75 2.97

米国 欧州 日本 豪州 シンガポール 香港 世界 米国 日本 アジア
（除く日本） 豪州

21/11 2.78 3.14 3.82 3.86 4.66 4.89 1.79 1.31 2.21 2.00 4.19
21/10 2.75 2.97 3.69 3.79 4.38 4.59 1.72 1.27 2.06 1.92 3.81
21/9 2.99 3.14 3.70 3.96 4.85 4.71 1.79 1.35 2.01 1.94 3.85
21/8 2.77 2.85 3.53 3.79 4.72 4.39 1.71 1.29 2.07 1.86 3.61
21/7 2.84 2.86 3.48 3.68 3.91 4.25 1.70 1.32 2.09 1.85 2.93
21/6 2.97 3.22 3.57 3.62 4.75 4.21 1.68 1.33 1.97 1.69 2.94

年/月

国債 地方債 社債

年/月

リート 株式

2021年12月13日 今年のマーケットを振り返る2 米国株式市場
2021年12月10日 今年のマーケットを振り返る1 リート市場

 債券は、世界的に国債利回りが低下しました。米国は堅調な景気回復やインフレの上振れに伴い、米連
邦準備制度理事会（FRB）の主要メンバーが、量的緩和縮小のペースアップに言及したことから、米国の
長期金利は一時上昇しました。しかし、月下旬に新型コロナウイルスのオミクロン型への警戒感が強まったた
めに長期金利は大きく低下し、国債債券利回りは低下しました。欧州もインフレ率が高まっていますが米国
ほどではないこともあり、長期金利は概ね低下傾向となりました。一方、社債はリスク回避的な動きにより、
利回りが上昇しました。

 株式は、概ね世界的に配当利回りが上昇しました。米国では、好調な企業業績やパウエルFRB議長が利
上げに慎重な姿勢を示したこと等から、主要株式指数は最高値を更新する場面がありました。また日本で
は、衆議院選挙で自民党が絶対安定多数を維持したこと等から安心感が広がり、月前半は株価が上昇
しました。しかし、月下旬にオミクロン型への警戒感から投資家のリスク回避姿勢が強まったことで、月間で
は世界的に株式市場が下落し、配当利回りは上昇しました。

 リートは、世界的に配当利回りが上昇しました。決算が堅調だった一方、世界的な金融緩和縮小の前倒
しを懸念してリート価格はもみ合いの展開となりましたが、月下旬にはオミクロン型への警戒感からリート価
格が下落し、配当利回りは上昇しました。

https://www.smd-am.co.jp/market/daily/marketreport/2021/12/news211210gl/
https://www.smd-am.co.jp/market/daily/marketreport/2021/12/news211213us/
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